























































An image of human beings in “Dae Jang Geum”
―Women as human beings and History―




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ればならぬ･ ･ ･ ･ ･ ･解ければ
･･････息子である王を苦しめて
いる自分に気付く、そんな問題
だったのだ。（第37話、シナリ
オ・ブック 3：78）
これは親への孝という儒教的な道徳を逆手に
とって皇太后に母としての自覚を促すなぞなぞで
あろう。そこにはまた中国皇帝の話が持ち出され
るところには中国に範を求める当時の教養の在り
方が示されている。
＜医術における実証＞
王・皇太后・皇后ら王族の治療という権力のゆ
くえを左右する局面で技術の水準が問われる。そ
の水準は実証によって示される。診断・処方およ
び病因の解明に際して、決め手になるのは実証で
ある。逆説的ではあるが、当時においては権力闘
争を超えるものとしてかえって実証が求められた
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ことになろう。ここに歴史を超えるものへの視点
が働いていると言えよう。
王が失明した病因が自然にあることをチャング
ムが明らかにする。病状に表れるものとは異なっ
た病因として自然の連鎖があるという。
チャングム 殿下を苦しませた狐惑病は肝経
湿熱によるものでございます。
中殿 肝経湿熱？
チャングム はい。それが脾臓を傷め･･････
食欲も落ち最初は傷寒症のような
症状を見せたのでございます。/
しかし、この病因が再び腸や血、
気までも冒し結局、視力をう
ばったのでございます。
中殿 なるほど･･････そこまでは分
かった。/しかし、お前は、本来
の狐惑の処方とは違ったことを
やった。それが知りたい。さあ、
話してみなさい。
チャングム 私も最初、狐惑病を確信し内医
正ナウリに処方をお願い致しま
した。しかし、直接脈診をして
からは、肝経湿熱を引き起こし
た原因が別にあるのではないか
と･･････そこに考えが到ったの
です。
中殿 それは何なの？
チャングム 砒素中毒によるものでございま
した。
中宗 何？　砒素？
中殿 砒素というのはもしや･･････。
チャングム はい･･････中殿様。
長番内侍 なんと！ 誰かが殿下に毒を盛っ
たというのか？
チャングム はい。
中殿 誰が？　一体誰がそのような恐
ろしいことを？
チャングム 自然の仕業でございます。
中殿 自然？
チャングム はい。砒素は少量でも人の命を
奪う猛毒でございます。/殿下の
瘡症を治癒するために使った温
泉に、目に見えず毒見にも触ら
ず気づかない極少量の砒素が含
まれておりました。/それくらい
の微量では体内に入ったところ
で何の症状も表れません。
中殿 ということは、蒸し風呂や湯に
おつかりになっただけで、お体
の中に砒素が入り込んだという
の？
チャングム いいえ。/温泉は瘡症治癒に役に
立ちました。しかし問題は殿下
が毎日、欠かさず召し上がられ
た牛乳でございます。
中殿 牛乳ですって？
チャングム はい。その牛乳は温泉近くにあ
る牧場からのものでした･･････
その牧場の牛は温泉と同じ水源
の地下水を飲んでいたのです。
中殿 では、そこの水を飲んでいた牛
の牛乳をずっと召し上がってい
た殿下のお体に･･････。
チャングム はい。中殿様！/庶民に牛乳は
中々手に入りません。それで何
の問題も起きませんでした。し
かし殿下は毎日のように召し上
がっておられたためにそれが、
少しずつ積もり･･････それが肝
臓を冒すことになったのでしょ
う。/よって砒素を解毒する防已
と、膿をとり気力と抵抗力を養
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う効能を持つ紅参を使いました。
中宗 おお･･････。
中殿 すばらしい･･････。/内医正でさ
えも分からなかった殿下のご病
気を、見事じゃ！（第46話、シ
ナリオ・ブック 3：287）
王宮においては王族の生命の安否が問われる故
に、医術という技術の悪用の可能性もあると言わ
ざるを得ない。しかしながら、またそれ故に、実
証することが他の場合にもまして問われるに違い
ない。
＜医術を用いて復讐？＞
医術が悪用されることもありうるということは
チャングムの「復讐」の思いにも付きまとうもの
であろう。当時の科学技術の水準にあって最高の
ものにチャングムは触れることができ、体得する
ことができた。その技術の遂行にあたっては、そ
れを悪用してはならないといういわば技術の倫理
が料理・医療の両分野で示された。両分野での教
えを受けたチャングムは、とくに医術の習得と復
讐との二つの課題に取り組む。物語では医術とい
う技術の悪用に対して、その善用のために闘う
チャングムの姿が描かれる。
医術には悪用への危険がある。母親と師匠との
恨みを晴らそうとするチャングムはこの危険とど
のように対処するのか。この故にチャングムが医
術を修得することに反対する者がいる。例えば医
者チョン・ウンベクである。彼は、以前あやうく
宮廷からの追放を免れ宮廷菜園で働くように命じ
られたチャングムの上司であり、彼女の理解者で
あった。しかし、彼は医術へのチャングムの志の
真意が復讐にあることを知って、これを許さない
と言うのである。これに対してチャングムの医術
の師匠チャンドクが反論するシーンは当時の医術
の位置付けをめぐってその問題の所在を明らかに
している。すなわち、医術は人間が人間であるこ
とにどのように関わるのかという問題である。
チョン・ウンベク そんなことなら今すぐにやめ
ろ！/医術は人を助けるものだ！
そんな怒りの心で医術を修めて
はならん！/絶対に許すことはで
きん！　怒りに満ちた者が鍼を
もってはならん！/今すぐやめ
ろ！　すぐにだ！
チャンドク なぜいけないの！/私も怒りから
鍼を手にした！/人を救うためで
はなく、人を殺すために鍼を手
にしたのよ！
チョン・ウンベク それが医女として言う言葉か？/
医術に携わる者が夢にも思って
はならぬことだ！
チャンドク 私は医女である前に一人の人
間！/人間であるからこそ怒りが
あるのです。/自分の病に怖気づ
き酒に逃げる人間には分からな
いわ！（第30話、シナリオ・
ブック 2：324）
チャンドクは親の仇を討つために武術の代わり
に医術を習ったことを語り、その仇を救えと言う
のかと、医女である前に一人の「人」としての在
り方を主張する。
チャンドク 私がもし男だったなら武術を身
につけて、親の仇を討ったこと
でしょう。/しかし女であるがた
め医術を習った。/そして、人々
が人を生かす鍼を身につける時、
私は人を生かす鍼と、死に至らし
める鍼を同時に身につけた。/
人々が人を生かす薬を覚える時、
私は生かす薬、死に至らしめる
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薬、両方を覚えた。そして今、
誰もが認める医女になった。/そ
れでも救えと？　救えと言うの？
（第30話、シナリオ・ブック 2：
326）
チャンドクの言葉はチャングムの二重の課題を
明らかにしている。すなわち、復讐を果たすこと
と医術を体得することである。
チャンドク チョン・ウンベクの言っている
ことは正しいわ。/怒りに満ちた
者は優れた医者にはなれない。
私を見れば分かるでしょう。怒
りから医術を学んだけれど、怒
りか医術、どちらかを選ばなけ
ればならない時がきっとくるわ。/
これからはお前が苦しむことに
なる。/でもお前には、復讐を果
たすことと医術を体得すること、
どちらも成し遂げもらいたいの。
心からそう願っている。（第30
話、シナリオ・ブック 2：327）
チャンドクは、さらにこれらの課題を果たすた
めにはチャングムが「人間」として備えなければ
ならない課題を述べる。
チャンドク（声） 成功する人間はどんな人間か
知っている？/単純で情熱的な人
間よ。でも、もう一つ大事なこ
とがあるの。/現実を知り、その
上に立つこと。/周りの人を味方
につけて、力をふるうこともで
きなければ。/これからお前はそ
の難題に挑むことになる。/その
挑戦に成功すれば、望どおり二
つとも成し遂げられるでしょう。
（第30話、シナリオ・ブック 2：
328）
チャングムはもともと「単純で情熱的な人間」
である。その点で彼女は成功する人間の第一の条
件を満たしている。「現実を知り、その上に立つ
こと」という第二の条件は彼女にとって難題であ
る。しかし、彼女の存在そのものが権力との闘い
によって可能なのである。彼女は権力による犠牲
の上に出会った両親の娘として生まれた。また彼
女は料理を権力のために利用することに対して
闘ったチョン尚宮およびその志を継ごうとし権力
の犠牲になったハン尚宮の薫陶を受けている。こ
のようなチャングムの誕生および成長の事情から
見れば、少なくとも権力に対して母親およびハン
尚宮の無念を晴らすために、みずから「力をふる
う」ことも不可避的なことであろう。このように
チャングムの存在そのものが或る意味で権力と同
じ次元に立ってこの権力と闘うことによって可能
であると言えよう。
医術の師匠チャンドクが言ったように、チャン
グムには怒りと医術とのどちらかを選ばなければ
ならない時が訪れる。「疫病」とされたものが
「食中毒」であるのかどうかを実証するために傷
んだ野菜を食べ発病したチェ尚宮を治療すること
になった時である。
驚き慌てるチェ尚宮、落ち着いた表情で脈を取
るチャングムの手を払いのける。
チェ尚宮 いくらでも医女はいる。お前ご
ときに治療は受けぬ！
チャングム 私もかかりましたが治りました。/
この病について一番よく知って
いるのは私です。/ですから、御
医女様が私を選ばれたのです。
診察を始めるチャングム。鍼を取り出す。
クミョン 何をしている？
チャングム 治療中でございます。
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クミョン 出てお行き！/お前ではなく、他
の医女をよこしなさい！
チャングム この病について一番よく知って
いるのは私です。
クミョン つべこべ言わず、言うとおりに
なさい！
チャングム 何を恐れて私の治療を拒まれる
のです？
クミョン 口の利き方に気をつけなさい！
今すぐ出てお行き！
チェ尚宮 いいわ。治療しなさい！
クミョン 提調尚宮様！
チェ尚宮 この子の言うとおりよ。/恐れる
ことなど何もないわ。/ハン尚宮
が死ぬ間際に私をどう中傷した
かは知らないが、私は天に恥じ
ることなど何もない。/そんな私
が何を恐れよう。/治療しなさ
い！/自分のみ清廉潔白だと言っ
たんでしょうね、ハン尚宮は！/
私を見くびっていたくせに
･･････私の命、今お前の手中に
あるわ。さあ、やってご覧なさい。
横になるチェ尚宮。穴の位置を探るチャングム。
本来打つべき場所に打とうとする手を止め、急所
に打とうとする。母とハン尚宮の無念の死を思い
出し手が震える。結局、本来打つべき手首に鍼を
打つ。（第41話、シナリオ・ブック 3：160）
チェ尚宮に鍼を打つという母とハン尚宮の仇を
討つ絶好の機会を前にチャングムは震える様子を
脚本家の小説は次のように描く。
「鍼箱からもう一度、鍼を取り出すチャングム
の手が激しく震えていた。頭に浮かぶのは、洞窟
どうくつ
で死んでいった母の姿だった。次に、済州島で仇
かたき
に鍼を打っていたチャンドクの震える手先が生々
しく思い出された。手の震えがさらに激しくなっ
たチャングムの怒りは極致に達していた。」（キ
ム・ヨンヒョン2007：下 119）
倭寇の首領を治療するよう強制的に迫られた
チャングムは、敵といえども病人には医療を施す
のかどうかを問われることになる（第31話、シナ
リオ・ブック 2：342参照）。このことは復讐のた
めに医術を用いてよいのかというドラマにおける
一つのテーマにとって伏線として提示されていた
ものである。
7．愛
＜チャングムの医術に示される母親の愛＞
ドラマで描かれる愛の一つに子への母親の愛が
ある。チャングムに官位を授けるという王命が臣
下たちの猛然たる抵抗に出会ったとき、この愛ゆ
えに医員たちは王命に従うことを表明した。チャ
ングムの医術を承認するその根拠はチャングムの
医術が母の愛そのものであるということにある。
ここに「女」が「人」として承認されることが母
親というものの役割においてはじめて可能であっ
たという歴史の制約が示されている。むしろ母親
の役割という誰にも否定できない事柄において歴
史を超えるものが登場している。
チャングムの医術における母親の役割をチャン
グムの師匠シン・イクピルが述べる。
シン・イクピル 私は私的には医女チャングムの
師匠でございます。/それでも尚、
医女チャングムの指揮に従うと
いうその理由は！/医女チャング
ムの医員としての姿勢にござい
ます。/医女チャングムの医術は
母の愛そのものでございます。/
我が子を救うためには自らを投
げ出す母の姿でござ［い］まし
た。/我が子が病に倒れぬよう、
― 111 ―
社会福祉　第51号　2010
速やかな予防を心がける母の姿
であり、子を治すために人々の
希望を呼び起こし心を一つにさ
せる母の姿でございました。/都
の痘瘡、大君様の痘瘡の治療で
それを実践しました。/内医院の
医官、医女たちは既に医女チャ
ングムの指揮のもと、誰一人不
平を漏らすことなく、大君様の
病を治癒しようとする信念をも
ち、動きました。/よって、殿下
のご意思に同意するものでござ
います！（第51話、シナリオ･
ブック 3：442）
＜チャングムへのミン･ジョンホの愛＞
チャングムへの愛を抱くのはミン・ジョンホで
ある。チャングムが彼の命の恩人であることは別
にしても彼は女官（＝「王の女」）である彼女へ
の愛を禁じられていることに耐えながら育ててい
く。チャングムが味覚を失ったとき、ミン・ジョ
ンホが慰める言葉の無力さを感じながら言う言葉
にチャングムへの人間としての苦しみへの共感が
滲み出ている。
ミン・ジョンホ 唐の時代、耳が聞こえなくなっ
た楽士がいました。/楽士なのに
耳が聞こえないなんて、どれほ
ど辛かったことでしょう。/耳を
治そうとこの世の医者という医
者を訪ねて回り、あらゆる事を
試したそうです。
チャングム それで、医者を見つけたんです
か？
ミン・ジョンホ いいえ。代わりに自分が天下一
の名医になったそうです。/そし
て最後に奏でる楽器の音も、こ
れまた天下一だったとか。/慰め
にもなりませんね。/そういうも
のです。/いい時は悪口を言って
もありがたく受け取られるが、/
辛い時は何と言ってあげればい
いのか、言葉もみつからない。/
「うまくいきますよ」なんて、出
任せのようだし･･････。/「お気
の毒に」なんて･･････もてあそ
ぶようで･･････。
チャングム 今のそのお言葉には慰められま
した。（第14話、シナリオ･ブッ
ク 1：337）
ミン・ジョンホの心はチャングムのために借り
出した医学書に挿んだ紙に書かれた詩に示されて
いる。そこには一篇の詩に託すその想いのしみじ
みとした深さが示されている。
ミン・ジョンホ（声）小さな銀杏の木は芽吹くのも難
しく/孤独な竹は一人じっと蒼い
光を放つ。/暗い闇は束の間のこ
と/日が沈めばたそがれはまた美
しい。（第14話、シナリオ･ブッ
ク 1：337）
チャングムはミン・ジョンホに両親のことを話
し、彼から慰め以上の言葉を受ける。
ミン・ジョンホ よく、くじけずに、強く生きて
きましたね。
チャングム 強いのではなく、他に生きる方
法を知らなかったんです。
ミン・ジョンホ ソ内人！/これからは、私にあな
たの痛みを分かち合わせてくだ
さい。（第25話、シナリオ･ブッ
ク 2：199）
ミン･ジョンホはハン尚宮が先に戻っていると
いう王宮に奴婢として流された済州島から逃げよ
うとするチャングムに今は思いとどまれと言う。
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どこまでもチャングムのことを思いやる彼の真実
の愛が語られるシーンである。
ミン・ジョンホ ただ逃げ出すだけでは、いずれ
捕まって、死を待つばかり。/九
死に一生を得、逃げ切れたとし
ても、生涯、ソ内人のご両親の
ように追っ手に追われます。今
だけ辛抱してください。私が必
ず、謀反ではないことを明かし
て見せます。/思いとどまってく
ださい。/しかし、思いとどまれ
ない、今すぐ逃げるとおっしゃ
るのなら･･････、/お助けいたし
ましょう。いいえ、今だけでは
ない、三日後、一年後、三年後、
十年後であっても、私はいつも、
ソ内人の傍にいることでしょう。/
しかし今は･･････どうか私の言
うことを聞いてください。無謀
なことをしていては、逃げる途
中で死んでしまいます。（第28
話、シナリオ･ブック 2：279）
ミン・ジョンホのこの言葉にチャングムが従っ
たことによって、彼女が「誓い」を果たす可能性
が出てきた重要な言葉である。そしてふたりの相
互の関係を存続させ発展させる可能性が出てきた
わけである。
しかし、この可能性はふたりが結ばれるという
可能性が出てきたということをただちに意味する
わけではない。彼は両班であり、身分の違いから
チャングムとの正式の結婚はできないとされる。
というのは、女官である限りは、元々できないわ
けだが、医女としてのチャングムにしても身分は
奴婢であったからである。
ミン･ジョンホは鍼に成功したチャングムに自
分がその道で力になれない辛さを控えめに語る
が、チャングムはむしろ「人間」として認めてく
れたことへの感謝の言葉を述べる。
チャングム いえ、いつも見守ってくださいま
す。/私の才能を才能として。/私
の志を志として。/女としての私
を私として。/人間としての私を
私として。/全て受け入れて下
さっています。/女官の身であっ
た時は、女官としての自分が人
間としての自分より先でした。/
そして今は官婢としての自分が
人間としての自分より先です。/
でもナウリは私がどんな身なり
をしていても、私のありのまま
を見て下さっています。/だから
幸せです。言葉にできないほど
申し訳なく･･････言葉にできな
いほど幸せで･･････。（第31話、
シナリオ･ブック 2：347-348）
「疫病」で封鎖された村にチャングムを探しに
戻ってきたミン・ジョンホを村人の怒りによる生
命の危険から救うために彼を薬材買出しという名
目で村の外に出す。愛するミン・ジョンホのため
のチャングムの決断である。彼女は心の中でチョ
ンホに語りかける。
チャングム（心の声） さようなら。/私のことを
探しに来てくださって、本当に
嬉しかったです。/それだけで充
分です。（第40話、シナリオ･
ブック 3：138）
ミン・ジョンホは教えられた村まで行き、薬房
がずっと以前に閉じられているのを知り、チャン
グムの意図を悟る。彼は役人の手で火が付けられ
て炎上する村に戻り、納屋に閉じ込められ気を
失ったチャングムを助け出す。
意識が戻ったチャングムを抱きしめるミン・
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ジョンホ。
チャングム もう戻られないのかと･･････戻ら
れないのかと思い･･････怖かっ
たのです。
泣きながらチャングムを抱き起こし、頬を撫でる
ミン・ジョンホ。
ミン・ジョンホ 私が、戻らないはずがないで
しょう。/私を大切に思うあなた
の気持ちを知っているのに
･･････。/危機から私を救ってく
れようとするソ内人の気持ちが
分かるのに･･････戻らないはず
がないでしょう。
チャングム 戻ってくださって、ありがとう
ございます。/本当にありがとう
ございます･･････ナウリ･･････
ナウリ！
固く抱き合う二人の姿。（第40話、シナリオ･ブッ
ク 3：145）
ミン・ジョンホの愛は痛切な仕方で示されてい
る。自分が打ち首になっても「医女」チャングム
を王の「主治医官」に任命してほしいと王に請願
するという自己の一身を挺しての彼なりの愛し方
である。王がチャングムを主治医官にするとの思
いに彼女を好いている気持ちからだとして後宮に
せよという皇太后の言葉に逆らえない王に対する
言葉である。
ミン・ジョンホ 殿下！/真に恐れながら申し上げ
ます。一時、私は医女チャング
ムを連れ逃亡をしたことがあり
ます。
中宗 何だと？
ミン・ジョンホ そうしなければ･･････そうしな
ければ、きっと医女チャングム
とは永久に、たった半日すらと
もにできぬと思い、連れて逃げ
ました。/しかし、その日のうち
に戻りました。 /その理由は
･･････チャングムを愛している
からでした。/女人としても勿論
ですが、彼女が持つ才能、その
才能を成し得る過程にある困難
や喜び、悲しみ、失敗までも
･･････また、その事を成し遂げる
道のりで見せてくれた信念と志、
どれも私には美しく大切なもの
だからでございます。/殿下！
私はあの女人の全てをいとおし
く大切に思っております。/例え
あの女人と一緒になることがで
きぬとしても、例えあの女人の
行く先により大きな悲しみや苦
痛があろうとも、医女チャング
ムの進む道を私が遮るわけには
参りません。/医女チャングムの
才能は医女チャングムの生き方
そのものであり、彼女自身なの
です。/それ故に医女チャングム
は、どのような壁にも阻まれず
殿下の主治医官になるべきであ
り、そのように後押しすること
がソンビたる私のなすべきこと
であり･･････それがまた、私の
医女チャングムへの愛し方なの
でございます！/殿下！　臣ミ
ン･ジョンホ、この命を賭して申
し上げます。どうか･･････どう
か･･････医女チャングムに自分
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の道を歩ませてください！/殿下
の主治医官にご任命下さい！/朝
鮮の歴史に堂々とその名を刻ま
せてください！/それほどの人物
であり、それほどの女人であり
ます！/その代わり、殿下への
数々の不忠と、朝廷を混乱に陥
れたことの責任を私が背負って
参ります！/不届きな私ゆえ、た
とえ打ち首を命じられても、私
は甘んじて受ける所存でござい
ます！/私はよく存じておりま
す。/臣下に君主の女人を想うこ
とは許されぬということを！/殿
下！　不忠の臣を打ち首にして
ください。（第53話、シナリオ･
ブック3：478-479）
＜チャングムへの王の愛＞
ドラマの上では王もチャングムを愛するように
なる。彼女を側室にすることを断念することには
なおためらいがある。そこには母親のすすめもあ
るが、男として未練があるということであろう。
チャングムはあくまで医女として働くことが王に
尽くすことであるとして、これを許すように願う。
王としてもチャングムの意思に反してことをすす
めさせることには踏み切れない。つまりチャング
ムと王との間にはどこまでもミン・ジョンホとの
人格的な関係におけるような愛が欠けている。王
としてもチャングムの意思に反してまで側室にす
ることもできない。さらに彼女のミン・ジョンホ
への愛を無視することはできない。
王はチャングムを後宮に迎えることはせず、主
治医官にすると告げる。それが王としての中宗な
りの愛し方である。そのとき史実にも或る程度
添った仕方で王がどのように宮廷において権力の
鬩ぎ合いの中にあったかが語られる。
中宗 最初の妻であったシン氏を追放
し、その父を死に追いやって余
は君主の座についた。/その時す
でに私は、君主の座には愛など
という感情は入り込む隙などない
ことを悟った。/廃妃シン氏が余
への思いから仁王山の岩にチマ
を被せたが、余はそれにすら目
を向けることができなかった。/
目を向ければ、臣下から賜薬を
下せと上疏が上がるのではと恐
れたからだ。そうやって余は愛
する人を失ったのだ。/それから
数年、数多くの妃や嬪たちを迎
えたが、それたちの背後にはそ
れぞれの勢力の者がいた。/そん
な余がそちを愛するようになっ
た。/まことに久しく訪れた感情
であった。/だが余は、そちを後
宮には迎えぬことにした。/権力
の狭間にそちを置くことは耐え
られないから･･････そちの意に
反してまでそちを手に入れたく
はない･･････。/だが余の側にい
てくれ。/そちが余の唯一の心の
支えゆえ、どうすることもでき
ぬ。/これまた余の、余なりの愛
し方である。/君主としての命令
であり、男としての願いである。
（第53話、シナリオ･ブック3：
480-481）
これらの描写のうちに女性が「人」としてどの
ように扱われるのかをめぐって、この時代なりの
仕方で明確な輪郭を持って登場している。「女」
はミン・ジョンホや王との個別的な人格的関係に
― 115 ―
社会福祉　第51号　2010
おいては認められるにせよ、制度的には受け容れ
られない。そこで王によって「大長今」という称
号がチャングムに与えられたという、この名称に
ついての解釈が脚本において示される。チャング
ムに官位を授けることに対する臣下の反対を前に
して、王はこの称号を授けることにする。
中宗 そなたたちが女人に官位を与え
ることは、経国大典に反すると
申すゆえ経国大典にある官位を
与えることはせぬが、正三品堂
上官の地位と品階に値する「大
長今」の称号を授ける。/これは
世襲されず、医女チャングム一
人に例外的に適用する！/また医
女チャングムは正三品堂上官の
侍医ではあるが、内医院の統括
はせず、余の主治医のみを受け
持つ！（第 53 話、シナリオ･
ブック3：481）
ここには身分制度というこの時代ゆえの制約の
中で或る人間がどのようにして「人」でありうる
のかが示されている。そして「女」であるチャン
グムの場合、この「人」であることが当の身分制
度において位置付けられる他はないのである。こ
のような形にせよ、チャングムの医術の中にある
歴史を超えるものは現われるわけである。
8．人間としての女性と歴史
＜チャングムの物語から学ぶもの＞
ドラマに描かれたチャングムの物語から「いま」
日本に生きるわれわれは何を学ぶのか。もちろん
15世紀末から16世紀半ばにかけての朝鮮王朝時
代の一時期について、史実であるかどうかはとも
かく、少なくとも部分的には知ることができる。
このこと自体、隣国の歴史について知ることの少
ないわれわれにとって貴重な機会であろう。とり
わけ、ドラマの一部には「倭寇」が登場し、その
描写によって日韓の関係が韓国の側からの認識に
よって示されることは自国の歴史が隣国の歴史に
そのような関わり方をしてきたことについて考え
させる。豊臣秀吉の命による二度にわたる侵略に
ついては比較的知られているにせよ、それも主と
して自国側の関わり方についての認識に止まって
いると思われる。このことから見て、このドラマ
において韓国側からその歴史における両国の関係
がどのように認識されているのかを知ることは貴
重なことであろう。
しかし、より重要なことは隣国の歴史に疎いわ
れわれがこの国にしっかりとした歴史が実在した
ことそのこと自体を知るということである。さら
に言うまでもなく大事なことはそこで描かれた歴
史の内容である。その中で描かれているのは他国
の文化のうちに生きるわれわれにとっても普遍的
な問いである。すなわち、チャングムという一人
の女性の半生が題材になっているわけであるが、
その人間像のうちに女性が人間としてどのように
歴史と関わるのかという問いである。このドラマ
においてこの普遍的な問いをめぐって韓国ならで
はの仕方で描写されるのを観ることができるので
ある。もちろんそのように描く脚本家や監督の視
点によることなのではあるが、この時代をそのよ
うなものとして捉えようとすること自体が彼ら制
作者の、したがって韓国の「いま」における問題
認識を示しているであろう。ここにわれわれはこ
のドラマから学び、「これから」に活かしていく
べきものが見出されるであろう。
それは、ドラマという形であれ当時の女性が人
間として歴史の制約のもとに生きながらも、歴史
を超えるものを蓄積していったということであ
る。そしてこの蓄積の描写において描かれるのは、
そのような営みを続けるものとしての人間への確
信であろう。そしてとりわけ、そのような人間と
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して女性が生きることへの確信である。
＜歴史を超えるものへの視点＞
この蓄積は、このドラマでは主として料理と医
術との二つの領域において見出されている。それ
がとりわけ歴史の制約のもとで描かれるのは医術
の描写においてである。このことを象徴するのは、
このドラマ冒頭の「運命」の予言に対応する最後
のシーンである。
ドラマは当時の医術では許されなかった人間の
体に刃物をあてることに大胆に取り組み人間を助
けるチャングムの姿とそれを見守るミン・ジョン
ホの言葉で終る。妊婦が子癇（チャガン［訳注：
妊娠中毒症］）で母子ともに危険な状態から救う
ためにチャングムは手術に踏み切り、夫となった
ミン・ジョンホもやむをえず認めるのである。
チャングム 赤ん坊は無事です！ 母親も無事
です！ だから言ったでしょう！/
なぜ駄目だというのですか？
できるじゃありませんか！/こう
やって母子ともに･･････助かっ
たじゃありませんか！/できると
言ったじゃないですか！　/私、
やれるって！/なのになぜ駄目な
んですか？　ね？
ミン・ジョンホ（声）きっとこれから先も、この女人
は時代に逆らい続けるだろう。/
そして、この女人は時代に問い
続けていくだろう。/人の命を
救ってなぜいけないのかと。（第
54話、シナリオ･ブック3：521）
ここには赤ん坊を産む母親を救う主人公の姿の
うちに人間の「命」とその「命」を産み出す人間
とを救う医術というものが描かれている。医術と
いう技術は例えばこの仕方で歴史そのものをつく
る人間の「命」を救うところにその存在理由があ
るわけである。
ここで問われるのは、このエピソードが何を意
味するのかということである。そこには医術の存
在理由が明らかにされている。しかし、その描写
は医術の存在理由を明らかにすることにのみ限ら
れるわけではない。さらに医術という技術を発揮
することについて具体的に描きながら、より一般
的に歴史を超える人間の営みが描かれているので
はないだろうか。つまり個々の歴史的事柄をどの
ように描くのかということもさることながら、そ
もそもそのような事柄をどのように捉えるのかと
いう視点が提示されているのである。このことを
めぐってチャングムが母子ともに助ける描写のう
ちには歴史の基盤となる「命」をつくることにな
ることに注目したい。すなわち、歴史の基盤とな
る「命」への注目によって歴史を超えるものへと
われわれを向かわせるのである。
その際、この「命」に関わる歴史を超えるもの
への視点についてドラマにおいて注目に値する描
写は、母親という役割のそれである。というのは、
親への孝という儒教的な立場は歴史の中で人間を
制約することもあるけれども、ここでは母親とい
う役割を積極的に肯定することによって逆説的な
がらかえって歴史を超えるものを認識させるから
である。もちろん女性であることは母親という役
割に尽きるものではない。しかし、歴史の制約の
中では、とりわけ当時の儒教的な立場においては
母親であることが「女」が「人」であることへの
突破口となったということも無視することはでき
ないのである。それは次のことに示されよう。す
なわち、チャングムがその医術の中で母親の愛を
示すことによって男性優位の観念を乗り越え周囲
の信頼を獲得し、「人物」本位の立場を承認させ
たことである。つまり女性が人間として生きるこ
とを社会的に承認させるということが誰にも否定
することのできない母親の役割から導き出された
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のである。
このことが当時の歴史の課題として「いま」の
問題意識から見出されたと言えよう。そこには
「いま」われわれが「むかし」から存続している
ものとして認識し「これから」活かすべき事柄が
示されている。すなわち、主人公チャングムに象
徴される仕方で女性が身分制度や男女差別という
歴史の制約の中にあっても、この制約を乗り越え
ていくということである。この課題は「むかし」
のものであるだけではない。言うまでもなく「い
ま」も課題であり続けている。
この「いま」の問題意識には当時の認識では
「女」として差別されていた女性が「人」として
歴史を切り開くことへの方向付けを見出すことが
できよう。ここにはどのような困難を前にしても
決してあきらめることのない人間への確信が示さ
れている。とりわけそのような人間が人間である
ことについて当時は差別されていた女性がむしろ
歴史の制約を乗り越えていくことが描かれること
によって男性を含めた人間像一般に膨らみを与え
ているのである。「いま」日本に生きるわれわれ
はドラマに見られる韓国の「いま」の問題意識か
ら、そこで描かれる人間像の膨らみを学び「これ
から」活かしていくことができよう。
本稿は、ドラマを構成する諸要素のうちごく基
本的な要素に限定して主としてシナリオから引用
した言葉について若干の考察を試みたものにすぎ
ない。ここで取り上げ得なかった他の諸要素との
関係を考慮しつつ、考察をさらに深めていくこと
は今後の課題としたい。
註
註 1 物語の前半の主題は宮廷の料理人として
のチャングムの物語であるが、実在のチャ
ングムが料理人であったのかどうかは不明
であり、この部分を含め、後半の主題と
なっている医女であったという『中宗実録』
に記された事実以外には物語全体がほとん
ど創作によるものであることについては李
京源2005：［解説］72-73参照。朝鮮王朝の
宮廷の歴史において想定されうる多様な
テーマがプロットとして物語に組み込まれ、
これを構成している。放送開始一年前にプ
ロットが出来上がっていたという。イ･ビョ
ンフン監督インタビュー、ドラマDVD Box
Ⅴ特典映像参照。当時の時代状況一般につ
いては武田編2000：165-191参照。中宗朝に
ついては李成茂2006：上 335-373参照。
註 2 ドラマの原題は「大長今」となっている。
「大」という形容によって「長今」のサクセ
ス・ストーリーという趣が示され、それ故
にこの題名が付けられたと思われる。これ
は、史実についての監督・脚本家による一
つの解釈であろう。チャングムという名前
は朝鮮時代、きわめて一般的な女性の名前
だったという。「大」がついたのも王の主治
医としての名声からではなく、単に同名の
チャングムを区別するために呼んだとする
説もあるという。 李京源2005：［解説］73
参照。
註 3 「誓い」という表現は『宮廷女官チャング
ムの誓い』という邦題による。
註 4 ここで「運命」概念が問われよう。その
概念史については幸津2010：71-82参照。ギ
リシア悲劇における「運命」については
同：73参照。
註 5 辞書的には読みはキン、意味は「おば
（母の兄弟の妻）」。漢和辞典292参照。この
「女」偏に「今」とは「破字（パジャ）」［キ
ム・ヨンヒョン2006：上30訳注：「漢字を
分解または合成して別の字を当てさせるな
ぞなぞ」］ではチョンスが「今日出会った女」
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つまり廃妃ユン氏という意味であるとされ
る（二番目は「順」で川に頭が関連し、三
番目は「好」で女に子が関係しているとい
う意味であるとされる。シナリオ・ブック
1：14参照。
註 6 広瀬京子「コラム　階級・身分制度につ
いて」シナリオ・ブック 1：278参照。
註 7 両班とそれ以外の身分を厳格に区別する
ルールとして「班常
バンサン
の法道
ポブ ド
」があったとい
う。李京源2005：［解説］14参照。
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